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≪イベント欄への掲載、および取材の参考資料としていただければ幸いです≫

好評！ 今週の一枚 by HASEGAWA
■写真撮影：長谷川朋也／フリーカメラマンを経て、現在は関西学院広報室職員。

●「Let’sベジ活！～おろいちで朝から始める健康生活～」
10月14日(月・祝) ～ 25日(金)
＜土・日、16日(水）、22日(火・祝)を除く＞
西宮上ケ原キャンパス BIG MAMA食堂・BIG PAPA食堂

バグパイプのような、そうでもないような不思議な音色。
弦、鍵盤、ハンドルが一つになった楽器「ハーディ・ガーディ」。

演奏するのは、大学院文学研究科の木村遥さん
(文化歴史学専攻 美学芸術学領域博士後期１年)。

ケルト音楽に興味があったといい、
YouTubeで見つけた演奏動画をきっかけに魅了されました。

中世ヨーロッパで広く奏でられたという楽器で、
歴史、文化の研究から演奏、楽器の制作までこなします。

22日(火・祝)に豊中市立文化芸術センターで開かれる
大阪モーツァルトアンサンブル第70回定期演奏会で演奏します。

芸術の秋、不思議な音色を聞いてみてはいかがでしょうか。

●大学博物館 特別講演会
「関西学院創立130周年を迎えて」
11月3日(日) 14:40～15:40
関西学院会館2階 レセプションホール

問い合わせ：広報室／0798-54-6017
詳細：https://www.kwansei.ac.jp/press/2019/press_20191007_023150.html

まちづくりや地域活性化をテーマに調査研究に取り組む社会学部・
大岡栄美准教授のゼミ生たちが、西宮市卸売市場(おろいち)の知名度
向上と学生の野菜不足解消、食品ロス対策に取り組もうと、厳選され
た野菜を使った中華丼やちゃんぽん麺など、生協食堂のメニュー4種
(385円～440円・税込)を考案しました。約1800食を売り上げた昨年に続
き、今年で2回目の企画です。学外の方も利用できます。

「不思議な音色」

関西学院は今年、創立130周年と上ケ原キャンパスへの移転90周年を
迎えました。これを記念し、創立者のW. R. ランバス宣教師と第四代院長
(初代学長)のC. J. L. べーツ宣教師を中心に、これまでの歩みを振り返り
ながら、学院の歴史に刻まれたメッセージの、今日的意義を考えます。
講師：神田 健次・関西学院大学名誉教授
一般聴講可。入場無料。事前申込不要。

●2019年度 研究部会公開研究会
「『ブラック企業』の実態と働く者の人権 2」
10月28日(月) 16:50～19:00
西宮上ケ原キャンパス 大学図書館ホール

問い合わせ：人権教育研究室／0798-54-6720
詳細：https://www.kwansei.ac.jp/r_human/event/2019/event_20191028_013623.html

会社で長時間労働に異議を訴えた営業職の34歳の男性が、粉塵の舞
うシュレッダー係へ配転させられ、懲戒解雇に追い込まれる過程を描い
た映画「アリ地獄天国」の上映と、制作した土屋トカチ監督とのトークセッ
ションを通して、自らの「人権」を守るために何が必要なのかを考えます。
◇映画上映：『アリ地獄天国』(土屋トカチ監督/98分/2019年)
一般聴講可。入場無料。事前申込不要。

問い合わせ：関西学院大学博物館／0798-54-6054

●秋季人権問題講演会
「未開の知」に触れる―2020東京オリパラを迎える前に
11月14日(木) 13:30～15:00
西宮上ケ原キャンパス 大学図書館ホール

問い合わせ：人権教育研究室／0798-54-6720
詳細：https://www.kwansei.ac.jp/r_human/event/2019/event_20191114_013489.html

東京オリンピック・パラリンピックの開催が来年に迫り、障害者に対す
る関心も高まっています。これを単なる一過性のブームで終わらせない
ためにも、全盲である講師が自身の体験を交えつつ、多角的な視座か
ら「障害」の意味を考えます。
講師：広瀬 浩二郎氏

(国立民族学博物館 グローバル現象研究部・准教授)
一般聴講可。入場無料。事前申込不要。
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